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災害レジリエンス共創センター
副センター⻑ 越村 俊⼀

1



災害レジリエンス共創センター ミッション・ステートメント
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多様な主体との連携により，レジリエンス向上の
ための「総合知」を探求し，社会に実装する．

お伝えしたいこと
1. 総合知とは
2. 災害科学における知の創出
3. 総合知の活⽤
4. シンボルプロジェクト（災害デジタルツイン）
5. レジリエンス共創の体制



総合知とは
総合科学技術・イノベーション会議
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出典︓内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局（2022），総合知」の基本的考え⽅及び
戦略的に推進する⽅策<中間とりまとめ>(案)



災害科学における知の創出と
総合知との関連

n災害科学とは，社会の具体的な問題解決を志向する科学
•実践性（実践的防災学）
•学際性・分野融合

n多様な学術分野が集まるため，科学的な⽅法論はそれぞれ
の分野に依拠していた．

n多様な知の集合が新たな価値を創出する（＝防災総合知）
ためには何が必要か
→共通のDiscipline（規律と枠組み）を提案
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知の創出過程のモデル
n ナレッジ・マネジメントにおけるDIKWピラミッド（cf. Henry, 
1974）．
知の獲得過程を，データ（Data）→情報（Information）→知識

(Knowledge)→Wisdom（知恵）の4つの階層で構成．
n VUCA時代（Volatility︓変動性，Uncertainty︓不確実性，
Complexity︓複雑性，Ambiguity︓曖昧性」）

n 情報爆発の時代
n ⼈⽂・社会科学の「知」と⾃然科学の「知」の融合による「総合
知」の活⽤においては「エビデンス」が極めて重要
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Insight
⾒識

Intelligence
知性

Inference
推論

Interpretation
解釈

Information 情報
Data データ

災害科学における知の創出の枠組

Implication & Implementation
政策的⽰唆・社会実装

DIKW pyramid (N. L. Henry, 1974)

WISDOM

KNOWLEDGE

Koshimura & Hayashi (2022)
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エビデンス
証拠・根拠・裏付け



Implementation
社会実装

Innovation
⾰新

Diffusion
浸透・普及

Assessment
検証

Desire for new
Data & 

Information
新たな情報希求
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災害科学における知の創出の枠組
総合知の社会への実装・活⽤のプロセス

Koshimura & Hayashi (2022)

エビデンス
証拠・根拠・裏付け



レジリエントな社会に向けた総合知の活⽤
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災害発⽣
Occurrence

ハザード規模

防災施設機能 避難⾏動

⼈流・
交通状況

災害対応・復旧・復興

観測・測定・実験

⼈間
経験知・伝承知

暗黙知

分析・仮説・検証

AI

形式知

Koshimura (2017)

⾃然科学

⼈⽂・社会科学

Computer

エビデンスにもとづき，レジリ
エントな社会への⽅向性を提⽰

分岐
分岐

分岐

エビデンス

エビデンスから導かれる多様な
知の集合による総合知

望ましくない社会/国難
（被害激甚・衰退）

望ましくない社会/国難
（被害激甚・衰退）

災害過程の進展とシナリオ分岐

⾃然
災害発生 災害発生

t0 t1 t2

F0

レジリエンス指標 レジリエントな社会
Build-back Better

国難



総合知を活⽤するためのシンボルプロジェクト︓災害デジタルツイン構築PJ
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現実世界 仮想世界

災害過程・社会動態の解明
• 被害の波及・連鎖
• 曝露⼈⼝
• 交通状況
• 社会経済影響・回復

連携機関とのレジリエンス共創

災害派遣医療
チーム

社会
動態
予測

リアルタイムシミュレーションに
よる災害過程の解明と可視化

災害観測と即時予測の融合

基盤的防災情報
ネットワーク

⾼密度地球
観測データ

⼈流・交通データ
センシング

レジリエンス数量化と政策実施効
果の分析

災害対応・政策のwhat-if分析
レジリエンス最⼤化・最適化

継続的モニタリングによる社会
のレジリエンス評価

総合知

連続地球
観測データ
社会統計データ

• 情報の意味づけ（キュレーション）
• レジリエンス最⼤化の⾃律的学習機
能獲得（防災AI）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

社会対応の分析・政策評価

Time t

災害発生災害発生

t0 t1 t2

F0
F1

F2

max R

𝑅 =
1

𝑡$ − 𝑡%
,
&!

&"
𝐹 𝑡 𝑑𝑡レジリエンス指標

政策分析・評価

デジタルツイン・コン
ピューティング基盤

「ひと・もの」の動き
のスマートセンシング

防災科研

災害時情報集約⽀援チーム

政策
決定

コピー（ツイン）

フィードバック

• 政策のシミュレーション
• 社会動態の動的解析
• レジリエンス機能評価

データ 情報

解釈 推論

政策的⽰唆・選択肢
知性

⾒識



レジリエンス共創の体制
多様な主体との連携・共創の実現

東北⼤学
災害科学国際研究所
災害レジリエンス
共創センター

教育機関
研究機関
研究者

東北⼤学との協定
に基づく連携

公募型研究
推進による連携

教育機関
研究機関
研究者

⺠間
事業者

協定に基づく連携

・交流
・産学連携マッチング
・⼤型プロジェクト申請
・共同プロジェクト推進
・共同研究
・委託研究

シンボルプロジェクト
災害デジタルツイン構築プロジェクト

災害レジリエンス
共創研究 レジリエンス共創パートナー

⺠間
事業者

防災減
災連携
ハブ

国連機関
UNDRR
UNDP
WHO

APRU
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